
 

和紙の里で
版画フォーラム2008

本格的公開講座

編
集
雑
記

編
集
雑
記

編
集
雑
記

ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
地域連携センター

キャンパスは知識の宝庫

東　　上　　沿　　線　　物　　語

PR記事の募集
　
本
紙
で
は
、団
体
、サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
、会
員
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
読
者
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
募
集
し
ま

す
。情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。掲
載
は
原
則
と
し
て
定
期

購
読
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（７）　平成20年　９月 第17号

埼
玉
医
科
大
学

市
民
公
開
講
座

９
月
20
日
（
川
越
市
）

８
月
30
日
（
川
越
市
）

埼
玉
医
科
大

（
富
士
見
市
）

メイあさか（朝霞市）

リ
ブ
ラ
ン

新座市・立教大学市民公開講座（新座市）

９
月
27
日
　
三
芳
町

創
作
童
話
集『
こ
こ
ろ
の
小
箱
』

マレーシアの児童画集

郷
土
芸
能
鑑
賞
の
夕
べ
〜
夜
神
楽
と
祭
り
囃
子
〜

キ
ラ
リ
☆
ふ
じ
み

陶
芸
展

が
ん
の
専
門
家
育
成
、

が
ん
医
療
最
前
線
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー

「
加
齢
と
心
臓
」

「福祉の未来へ～スポーツウエルネスからの挑戦」

　
東
上
線
沿
線
住
民
な
ら
ば
聞

い
た
事
や
、
国
道
254
号
線
沿
い

に
あ
る
為
に
車
で
傍
を
走
っ
た

経
験
が
一
度
は
あ
る
だ
ろ
う
川

越
初
雁
球
場
。
今
年
も
ま
た
甲

子
園
を
目
指
す
球
児
達
の
熱
戦

が
連
日
行
わ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
初
雁
球
場
に

お
い
て
、
先
日
無
期
限
活
動
休

止
を
発
表
し
た
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
が
、
そ
の
昔
野
外
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
た
の
を
知
っ
て

い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ

ろ
う
か
。（
ち
な
み
に
「
芝
生
か

と
思
っ
た
ら
雑
草
じ
ゃ
ね
ー

か
。
す
げ
ー
。」と
桑
田
氏
は
叫

ん
だ
ら
し
い
。）

　
ま
た
、
第
４
号
で
特
集
し
た

跡
見
女
子
大
で
は
１
９
８
１
年

に
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
＆
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ

が
、
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
１
９
９
６
年
に
Ｇ
Ｌ
Ａ

Ｙ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
園
祭
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
た
の
を
知
っ
て
い

る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
そ
も
そ
も
私
鉄
の
中
で
知
名

度
や
人
気
面
は
ま
だ
低
い
東
上

線
で
は
る
が
（
…
認
め
た
く
な

い
が
）、タ
レ
ン
ト
・
芸
能
人
話

は
意
外
に
多
い
。
代
表
的
な
の

は
、「
成
増
出
身
の
と
ん
ね
る
ず

石
橋
貴
明
さ
ん
」、「
故
本
田
美
奈

子
さ
ん
が
人
生
の
大
半
を
過
ご

し
た
朝
霞
」
と
言
っ
た
所
で
あ

る
。

　
本
紙
も
創
刊
し
て
一
年
が
経

過
し
た
が
、
紙
面
に
新
鮮
さ
は

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。

「
沿
線
タ
レ
ン
ト
特
集
」
み
た

い
な
企
画
を
す
れ
ば
面
白
さ
だ

け
で
な
く
、
発
行
部
数
も
伸
び

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
、
編
集

長
〜
。
　
　
　
石
橋
　
啓
一
郎

﹇
編
集
ス
タ
ッ
フ
﹈

　
編
集
・
発
行
人

　
金
子
豊
治
郎
（
雄
一
）

　
泉
沢
　
勉
　
　
岩
瀬
　
翠

　
森
野
　
範
子
　
山
下
　
龍
男

　
金
子
　
敏
満
　
石
橋
啓
一
郎

　
新
美
　
知
驍
　
早
川
　
圭
一

　
高
井
　
珠
希
　
倉
持
　
幸
代

　
周
防
　
洋
　
　城
西
大
学
有
志

﹇
寄
稿
﹈

　
國
分
　
紀
子
　
大
塚
佳
代
子

　
葵
　
和
歌

「書」、「源氏物語」、「詩」、「演劇」を深める
10月、淑徳大学（三芳町）

　
淑
徳
大
学
は
、
十
月
に
行

わ
れ
る
み
ず
ほ
台
キ
ャ
ン
パ

ス
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
、
三
芳
町
）
の
大

学
祭
（
淑
徳
祭
）
に
合
せ

て
、
古
今
東
西
の
文
化
に
関

す
る
、
本
格
的
な
公
開
講
座

を
開
く
。

　
同
学
の
建
学
の
精
神
、「
共

生
の
思
想
」
に
基
づ
き
異
文

化
の
理
解
を
深
め
国
際
的
視

野
を
持
っ
た
人
材
を
養
成
す

る
と
い
う
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
の
趣
旨
を
、

学
生
だ
け
で
な
く
広
く
地
域

住
民
に
も
知
っ
て
も
ら
う
の

が
目
的
と
い
う
。

　
講
座
は
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
と
題

し
、
①
「
書
学
文
化
セ
ン
タ

ー
・
碑
帖
鑑
賞
へ
の
招
待
」

（
10
月
25
日
13
時
〜
14
時
50

分
）、②
「
宮
川
葉
子
先
生
の

源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
講
演

会
」（
同
15
時
〜
16
時
30

分
）、③
「
ギ
タ
ー
と
リ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
世
界
の
詩-

ポ

エ
ト
リ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

（
26
日
13
時
〜
15
時
）、④

「
殺
人
社
会
と
演
劇
」（
同
14

時
30
分
〜
16
時
30
分
）、か
ら

構
成
さ
れ
る
。

①
は
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
中
国
石
刻
拓
本
五
千

点
の
所
蔵
を
誇
る
同
学
書
学

文
化
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
品
の

解
説
を
中
心
に
、
小
川
博
章

同
学
准
教
授
、
拓
本
研
究
の

第
一
人
者
の
伊
藤
滋
東
京
学

芸
大
学
講
師
が
講
義
す
る
。

②
は
源
氏
物
語
研
究
者
の
宮

川
葉
子
同
学
教
授
と
秋
山
虔

東
京
大
学
名
誉
教
授
が
映
像

を
使
い
な
が
ら
絢
爛
た
る
絵

巻
の
世
界
に
招
待
。

③
は
デ
ニ
ス
・
ド
イ
ル
同
学

講
師
な
ど
講
師
陣
、
在
日
外

国
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽

と
名
詩
に
関
す
る
ス
ピ
ー

チ
、
自
作
詩
朗
読
、
日
本
の

招
待
詩
人
に
よ
る
自
作
詩
朗

読
な
ど
。

④
は
、
現
代
日
本
を
代
表
す

る
劇
作
家
・
演
出
家
の
永
井

愛
、
野
田
秀
樹
氏
と
、
高
橋

豊
毎
日
新
聞
編
集
委
員
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
現
代
演
劇
の
課

題
と
可
能
性
を
討
論
す
る
。

い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
学
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
　

０
３
・
５
９
７
９
・
７
０
６

１
ま
で
。

☆
日
時
　
９
月
13
日
（
土
）

〜
９
月
20
日
（
土
）
　
☆
会

場
　
キ
ラ
リ
☆
ふ
じ
み
・
展

示
会
議
室
・
展
示
室
（
富
士

見
市
大
字
鶴
馬
１
８
０
３-

１
）

☆
作
品
　
陶
芸
す
べ
て
の
ジ

ャ
ン
ル
、
壁
面
作
品
も
可

☆
申
し
込
み
締
め
切
り
　
８

月
23
日
（
土
）

☆
「
植
松
隆
特
別
展
」
を
同

時
に
開
催
し
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
は
富
士
見
市

民
文
化
会
館
キ
ラ
リ
☆
ふ
じ

み
０
４
９
・
２
６
８
・
７
７

８
８
ま
で
。

①
「
加
齢
と
動
脈
硬
化
」
13

時
〜
14
時
30
分
　
小
宮
山
伸

之（
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医

療
セ
ン
タ
ー
心
臓
内
科
教

授
）

②「
加
齢
と
不
整
脈
」15
時
〜

16
時
30
分
　
加
藤
律
史（
埼

玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
心
臓
内
科
准
教
授
）

☆
会
場
　
埼
玉
医
科
大
学
　

川
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
６
階
大
会

議
室
　
☆
受
講
料
　
千
円
　

☆
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
埼
玉
医
科
大
学
医
学
教
育

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
係

０
４
９
・
２
７
６
・
１
７
０

７

　
埼
玉
医
科
大
学
は
、
国
の

が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

養
成
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
同
学

が
関
東
広
域
多
職
種
が
ん
専

門
家
チ
ー
ム
養
成
拠
点
に
指

定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
市
民

公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

　
第
Ⅰ
部
は
、「
チ
ー
ム
医
療

と
こ
れ
を
支
え
る
専
門
家
の

育
成
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
第
Ⅱ
部

は
、「
が
ん
医
療
最
前
線:

提

供
で
き
る
新
医
療
」
と
し
、

集
学
的
治
療
（
あ
の
手
こ
の

手
の
脳
腫
瘍
治
療
）、低
侵
襲

手
術
（
負
担
の
少
な
い
大
腸

が
ん
手
術
）、分
子
標
的
治
療

（
大
き
く
進
ん
だ
薬
物
療

法
）
に
つ
い
て
専
門
医
師
が

講
演
す
る
。

☆
日
時
　
８
月
30
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
　
☆
会
場

　
埼
玉
医
科
大
学
川
越
ク
リ

ニ
ッ
ク
６
階
大
会
議
室
　
☆

受
講
料
　
無
料
　
☆
問
い
合

わ
せ
は
埼
玉
医
科
大
学
医
学

教
育
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講

座
係
０
４
９
・
２
７
６
・
１

７
０
７

　
10
月
11
日

（
土
）「
ス
ポ

ー
ツ
医
学
か

ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
〜
老
い

へ
の
挑
戦
、

運
動
器
の
ア

ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
」
加
藤

晴
康
立
教
大

学
准
教
授

　
10
月
18
日

（
土
）「
健
康

心
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

〜
ス
ト
レ
ス
を
味
方
に
す
る

心
理
学
」
大
石
和
男
立
教
大

学
教
授
　

　
10
月
25
日（
土
）「
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
〜
さ
ら
ば
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
杉
浦
克
己

立
教
大
学
教
授

☆
会
場:

立
教
大
学
新
座
キ

ャ
ン
パ
ス
Ｎ
６
３
６
教
室
　

☆
時
間:

各
回
14
時
〜
16
時

☆
定
員:

百
名
　
☆
受
講
料:

無
料
　
☆
申
し
込
み
は
、
新

座
市
生
涯
学
習
課
ま
で
（
締

切
９
月
19
日
）

　
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
の
リ
ブ
ラ
ン
（
本
社
東
京

都
板
橋
区
大
山
、
鈴
木
雄
二

社
長
）
は
、
創
作
童
話
集

『
こ
こ
ろ
の
小
箱
」
＝
写
真

＝
を
発
刊
し
た
。

　
同
社
は
創
作
童
話
を
公
募

し
、
童
話
集
を
作
成
、
配
布

す
る
と
い
う
メ
セ
ナ
（
社
会

貢
献
）
活
動
を
平
成
元
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
地
域
の

街
づ
く
り
へ

の
貢
献
の
一

つ
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の

温
か
い
心
を

育
む
こ
と
が

狙
い
。

　
東
京
と
埼

玉
の
中
学
生

以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
応
募

で
き
、
作
家
等
に
よ
る
選
考

で
入
賞
す
る
と
賞
金
も
出

る
。

　
今
年
は
二
十
回
目
に
あ
た

り
、
最
優
秀
賞
の
『
あ
き
か

ん
、
コ
ロ
コ
ロ
』
（
飯
田
一

郎
さ
ん
）
な
ど
八
編
が
入

賞
、
う
ち
三
編
を
童
話
集

『
こ
こ
ろ
の
小
箱
』
に
収
録

し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
メ
イ
あ
さ

か
セ
ン
タ
ー

（
朝
霞
市
、尾

池
富
美
子
代

表
理
事
）は
、

マ
レ
ー
シ
ア

と
の
間
で
児

童
画
の
交
流

を
続
け
て
二

十
年
に
な
る

の
を
記
念
し
て
、画
集
『
絵

で
見
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
発

展
』=

写
真

=

を
発
刊
し

た
。

　
メ
イ
あ
さ

か
は
１
９
８

７
年
か
ら
日

本
・
マ
レ
ー

シ
ア
両
国
の

教
育
機
関
と

連
携
し
て
、

子
供
た
ち
の
絵
画
交
換
を
実

施
、日
本
で
展
示
し
た
マ
レ

ー
シ
ア
の
作
品
は
一
万
点
を

超
し
、そ
の
一
部
約
六
百
点

を
画
集
に
収
録
し
た
。

　
発
刊
披
露
パ
ー
テ
ィ
を
９

月
７
日
午
後
１
時
よ
り
、朝

霞
市
の
ゆ
め
ぱ
れ
す（
朝
霞

市
民
会
館
）で
行
う
。
参
加

費
五
千
円
（
画
集
代
を
含

む
）。
申
し
込
み
は
メ
イ
あ

さ
か
０
４
８
・
４
６
８
・
６

９
７
２
ま
で
。

　
か
つ
て
祭
り
囃
子
や
里
神

楽
は
、
祭
礼
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
し
て
各
地
で
盛
ん
に

奉
納
や
公
演
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
音
色
や
し
ぐ

さ
は
、
神
と
一
体
と
な
る
か

の
如
く
見
る
者
を
幽
玄
の
世

界
へ
と
誘
い
ま
す
。

　
今
回
の「
郷
土
芸
能
鑑
賞

の
夕
べ
〜
夜
神
楽
と
祭
り
囃

子
〜
」は
、
北
永
井
囃
子
保

存
会
と
竹
間
沢
里
神
楽
保
存

会
の
協
力
を
得
て
、
三
芳
町

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
北
永
井
の
囃
子
と

竹
間
沢
里
神
楽
を
上
演
し
ま

す
。

　
北
永
井
の
囃
子
は
、
明
治

初
期
に
重
松
流
創
始
者
の
古

谷
重
松
よ
り
直
接
伝
授
さ
れ

た
重
松
流
の
囃
子
で
す
。
保

存
会
で
は
、
三
芳
中
一
年
生

に
総
合
学
習
で
囃
子
の
体
験

指
導
を
続
け
て
お
り
、
今
回

は
そ
の
生
徒
た
ち
の
演
奏
も

披
露
さ
れ
ま
す
。

　
竹
間
沢
里
神
楽
は
、
現
在

も
各
地
の
神
社
に
神
楽
を
奉

納
し
て
お
り
、
今
回
は
、
埼

玉
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

の
神
楽
面
を
つ
け
、「
住
吉

三
神
五
人
囃
子
」と「
天
の
返

矢
」を
演
じ
ま
す
。

　
夜
空
の
下
、
古
民
家
を
背

景
に
か
が
り
火
が
焚
か
れ
る

幻
想
的
な
舞
台
で
の
特
別
公

演
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
下
さ

い
。

☆
日
時
　
９
月
27
日（
土
）

午
後
４
時
開
演
　
※
雨
天
の

場
合
28
日（
日
）　
☆
会
場
　

三
芳
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

入
間
郡
三
芳
町
竹
間
沢
８
７

７
番
地
　
☆
入
場
無
料
・
申

し
込
み
不
要
　
☆
問
い
合
わ

せ
は
、
三
芳
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
０
４
９
・
２
５
８
・

６
６
５
５
ま
で
。


